
令和３年度 第７回岩村地域自治区運営協議会役員会 

議事録 

 

日時：令和４年１月 11 日（火） 

午後 7時 30 分から 9時 00 分 

場所：岩村コミュニティセンター大会議室 

出席：委員 13 名／15 名中  

   オブザーバー：服部市議 

   市：熊谷春彦（地域振興課）、 

鷹見健司（教委生涯学習課） 

                  路地カラ研究会：金子、丹羽 

事務局２名 

欠席：宮澤博光、浅野信之 

       

                                          

１．会長あいさつ  

２．服部市議あいさつ 

３．議事 

  ①旧岩村振興事務所の活用について  

  ②地域のまちづくり補助金の選定について 

  ③令和 3 年度地域自治区活動交付金の使途について 
  ④令和 4 年度地域自治区活動交付金申請書の提出について 

４．連絡・報告事項 

①令和 4年度 各種審議会・委員会等への委員推薦について（Ｐ14～Ｐ16） 

②恵那市の出生数について （Ｐ17） 

   

５．その他 

 

                                          

 

 

 

 

 



 

 

■会長あいさつ（西尾公男氏） 

 ・新年明けましておめでとうございます。本日は旧岩村振興事務所の活用の件、

地域のまちづくり補助金に関する路地カラ事業のプレゼンを予定している。 

  コロナの関係もありできる限り早く終われるよう協力を願いたい。 

 

■服部市議あいさつ 

 ・市議になって 1 年が経過する。これまで地域課題等について議会で一般質

問等を行ってきた。これからも地域課題解決に向けて頑張るので、地域自治

区運営協議会の皆さんには引き続きよろしくお願いしたい。 

 

■議題 

◆旧岩村振興事務所の活用について 

  <市・生涯学習課より説明> 

  ・（仮）佐藤一斎記念館の整備に向けて、その第 1歩として視察研修を計画 

した。視察場所は山梨県にある「山梨近代人物館」。この施設は県庁舎の 

一部を整備された施設で、山梨県内の先人を顕彰した施設であり、恵那市 

は先人30人を顕彰しているが、共通点があり、視察場所として選定した。 

視察メンバーは岩村地域の皆さん、市議、市の関係各課職員を考えている。 

視察時期については、2月下旬を考えているが、岩村地域の皆さんの都合 

と議会の都合で調整したいと考えている。 

  <意見等> 

  ・この記念館の整備について当初予算はどうなっているのか。 

  <生涯学習課> 

  ・現時点では当初予算に計上できる段階でない。これから地方創生交付金申

請に向けた準備を進め、年度途中での予算計上を考えている。また、地方

創生交付金以外に企業版ふるさと納税を考えている。 

  <委員意見> 

  ・企業版ふるさと納税制度について教えてほしい。 

  <地域振興課> 

  ・この制度は特定の事業に対して他市町村の企業から寄付金を募る制度で、

寄付を行った企業は寄付額に対して最大9割の税制優遇措置（法人税等）

が受けられるメリットがある。佐藤一斎記念館であれば多くの企業から

の寄付が期待できるのではないか。 

  <結果>  

  ・視察希望日を岩村地域で調整し、生涯学習課と詰める。 

◆地域のまちづくり補助金の選定について 

  <いわむら城下町路地カラ研究会よりパワーポイントで説明> 

  ・路地には人々の暮らしがあり、本通りだけでなく路地に魅力がある。 

  ・路地の魅力を発信するために「手描き地図づくり」「参加型デジタルＭＡ 

Ｐづくり」「路地カラＷＯＲＫＳＨＯＰ」を行う。 



  ・この事業を行うことで、観光客の増加、地域住民の魅力再発見、二拠点居 

住や移住に結び付く。 

  <委員意見> 

  ・新規の事業で、今後この事業を進めるに当たり、地域に相談したり協力を 

求めてほしい。 

  ・地域の皆さんと心の繋がる話し合いの場を持つことが大事。 

  ・完成した地図をどう活用するのか。 

   →観光協会においてもらう予定 

  ・非常に良い事業だと思っている。観光協会として側面的に応援したい。 

  ・路地カラとはどういう意味か。 

   →「路地の力」と「路地から」という意味がある。 

  <結果> 

  ・「いわむら城下町 路地カラ事業」を地域のまちづくり補助金（新規事業）

として申請を行う。 

◆令和 3 年度地域自治区活動交付金の使途について 
 <事務局より説明> 

 ・今年度事務局賃金の執行額が少なく、予備費に流用し、城下町ホットいわむ 

  らの活動費に充当したいがいかがか。 

 <委員意見> 

 ・特になし。 

 ・ホットいわむら会長は受諾 

 <結果> 

 ・人件費を予備費に流用し、城下町ホットいわむらの活動費に充てる。 

◆令和 4 年度地域自治区活動交付金申請書の提出について 
 <事務局より説明> 

 ・令和 4年度の交付申請書の提出期限が 1月 14 日までとなっており、資料の 

案で承認いただきたい。 

 <委員意見> 

 ・特になし 

 <結果> 

 ・資料案に基づき申請。 

 

■連絡・報告事項 

◆令和４年度 各種審議会・委員会等への委員推薦について 

<事務局説明>   

・市から令和４年度各種委員の選任依頼があり、該当はＰ13 の着色部分。 

 事務局で今後各種委員のお願いをしていきたいと考えているが、何かご意 

見があれば予め伺いたい。 

 <委員意見> 

 ・特になし 



◆恵那市の出生数について  

<事務局説明> 

・12 月までの出生数が出たため、報告する。4月から 12 月までの累計は昨年 

と同じ 18 人。 

 

■その他 

 <委員提案> 

 ・ホットいわむらだよりの作成について、現在振興事務所の職員が担当してい

るが、住民で広報紙づくりができるような方に対応してもらってはどうか。 

  やってもらえる人があれば、交付金から報酬を出してはどうか。金額は明確

に言えないが。 

 <事務局> 

 ・ご意見を前向きに受け止め、一度振興事務所内で相談し、今後のやり方を考

え、次回以降の会議で回答したい。 

 

★次回の会議 

 ２月 24 日（木）19 時 30 分 岩村コミセン大会議室 

 

【21 時 00 分閉会】 


